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　令和４年８月26日、令和４年８月雲南広域連合議会
定例会を開催しました。
　この議会には次の議案を提出し、いずれも原案のとお
り可決・認定されました。

 議決事項  議決事項  
● 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

について
　会計年度任用職員等に係る育児休業取得要件の緩和
等について、地方公務員法に基づき、国家公務員の措
置と権衡を図るため、所要の改正を行いました。

●令和４年度雲南広域連合一般会計補正予算（第１号）
　既定額に歳入歳出1,586万円を追加し、総額を14
億7,920万円としました。
【主な内容】
・個人情報保護制度改正対応事業� 170万円
・人件費　令和４年４月人事異動に伴う調整
� 　△818万円
・令和３年度市町負担金返還金� 1,645万円

●令和４年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算
 （第１号）
　既定額に歳入歳出1億8,935万円を追加し、総額を
84億2,366万円としました。
【主な内容】
・人件費　令和4年4月人事異動に伴う調整
� △440万円
・介護給付費準備基金積立金� 1億1,263万円
・令和３年度市町負担金等返還金� �7,924万円

● 令和３年度雲南広域連合一般会計歳入歳出決算認定に
ついて
歳入総額　　　　13億9,361万円
歳出総額　　　　13億7,716万円
歳入歳出差引額　　����1,645万円
� （詳細は３ページを参照）

● 令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について
歳入総額　　　　83億 �219万円
歳出総額　　　　81億3,328万円
歳入歳出差引額　��1億6,891万円
� （詳細は３ページを参照）

● 令和３年度雲南広域連合下水道事業会計決算認定につ
いて
収益的収入　　　��3億2,260万円（税抜）
収益的支出　　　��3億2,072万円（税抜）
　当期純利益　　　　 ���188万円
資本的収入　　　　　　807万円
資本的支出　　　�　　2,022万円
　不足額　　　　�　　1,215万円　　
� （詳細は４ページを参照）

  副広域連合長の改選について  
　奥出雲町長の改選により、勝田康則副広域連合長が退任し、新たに糸原�保が副広域連合長に就任しました。
任期は、令和４年９月21日から令和８年９月20日までです。
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職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和４年度雲南広域連合一般会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和４年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和３年度雲南広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和３年度雲南広域連合下水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
令和３年度決算に基づく資金不足比率の報告について
議会の委任による専決処分の報告について

 報告事項  報告事項  
● 令和３年度決算に基づく資金不足比率の報告について
　下水道事業会計決算における資金不足がないことか
ら、資金不足比率も算出されないことを報告しました。

●議会の委任による専決処分の報告について
　公用車の交通事故による和解及び損害賠償額につ
いて、専決処分したことを報告しました。

　議案の賛否状況です。なお、佐藤隆司議長は裁決に加わりませんでした。
� 　「〇」…賛成　「●」…反対　「－」…欠席

採 決 結 果

議会報告
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令和３年度 令和３年度 決算の概要決算の概要

 歳 入  歳 入  
　主な歳入は市町負担金が最も多く、12億
9,197万円で歳入全体の約92.7％を占めて
います。その他、財産収入609万円（0.4％）、
県支出金1,998万円（1.4％）、国庫支出金
3,997万円（2.9％）でした。

 歳 出  歳 出  
１、消防費（10億5,053万円）の主な内容
　主な歳出は、常備消防費（人件費、出動
関係需用費等）、消防施設費（災害対応特
殊消防ポンプ自動車整備事業等）です。
２、総務費（9,586万円）の主な内容
　主な歳出は、一般管理費（人件費、負担
金等）、企画費（うんなん観光振興事業等）
です。
３、民生費（7,945万円）の主な内容
　主な歳出は、介護保険料の軽減負担金と
して、介護保険特別会計に繰出しています。

 歳 入  歳 入  
　主な歳入は65歳以上の方が納める第１号
保険料と40歳から64歳までの方が納める第
２号保険料（支払基金交付金として交付され
る）、国・県からの支出金、市町負担金で占
められています。

 歳 出  歳 出  
　歳出の大部分は、要介護・要支援認定を受
けてサービスを利用されたときの「保険給付
費」で、歳出全体の約91％を占めています。
その他、地域支援事業を各構成市町へ委託し
た費用や事務費などです。

一 般 会 計

介護保険特別会計

歳入総額歳入総額
13億9,361万円13億9,361万円

歳出総額歳出総額
13億7,716万円13億7,716万円

総務費総務費
（9,586万円）の内訳（9,586万円）の内訳

諸収入　270万円（0.2%）
繰越金　1,595万円（1.1%）

使用料及び手数料
219万円（0.2%）

国庫支出金　3,997万円（2.9%）
県支出金　1,998万円（1.4%）
財産収入　609万円（0.4%）
繰入金　1,476万円（1.1%）

分担金及び負担金
129,197万円（92.7%）

消防費
105,053万円（76.3%）

一般管理費
7,948万円（82.9%）

監査委員費　8万円（0.1%）

選挙管理委員会費　4万円（0.1%）企画費
939万円（9.8%）

財産管理費
501万円（5.2%）

会計管理費
21万円（0.2%）

文書広報費
165万円（1.7%）

民生費　7,945万円（5.8%）公債費　13,418万円（9.7%）

諸支出金　1,610万円（1.2%）
議会費　104万円（0.1%）
総務費　9,586万円（6.9%）

一般会計
歳入歳出決算の概要

歳入総額歳入総額
83億219万円83億219万円

歳出総額歳出総額
81億3,328万円81億3,328万円

諸収入　13万円（0.0%）
保険料（第１号被保険者保険料）
144,622万円（17.4%）

市町負担金
117,723万円（14.2%）

使用料及び手数料
4万円（0.0%）

国庫支出金　219,953万円（26.5%）

保健福祉事業費　2,435万円（0.3%）

総務費　16,420万円（2.0%）

保険給付費
741,319万円（91.2%）

基金積立金
1,999万円（0.2%）

地域支援事業費　40,465万円（5.0%）
諸支出金　10,690万円（1.3%）

支払基金交付金
（第2号被保険者保険料）
207,829万円（25.0%）

県支出金
117,986万円（14.2%）

財産収入　11万円（0.0%）
繰入金　11,536万円（1.4%）
繰越金　10,542万円（1.3%）

介護保険特別会計
歳入歳出決算の概要
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 収益的収支 収益的収支（消費税抜き）（消費税抜き）  

　下水道事業収益は3億2,260万円で、下水
道事業費用は3億2,072万円でした。経常利
益は188万円となり、当年度純利益も同額と
なりました。

 資本的収支 資本的収支（消費税込み）（消費税込み）� 

　資本的収入は807万円で、資本的支出は
2,022万円となり、不足額1,215万円は、全
額を過年度分損益勘定留保資金で補てんしま
した。

 資金不足比率 資金不足比率� 

　令和３年度下水道事業会計において、資金
不足が発生していないため、資金不足比率は
算出されませんでした。

下水道事業会計（公営企業会計） 令和３年度雲南広域連合下水道事業損益計算書
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（税抜）
営業収益 1億9,285万円
営業外収益 1億2,975万円
経常収益　① 3億2,260万円
営業費用 3億663万円
営業外費用 1,409万円
経常費用　② 3億2,072万円
当期純利益（③＝①－②） 188万円

令和３年度雲南広域連合下水道事業貸借対照表
（令和４年３月31日）

（税抜）
固定資産 有形固定資産 17億1,142万円

流動資産
現金預金 7,780万円
未収金 57万円

　　　資産合計 17億8,979万円

固定負債 企業債 4億2,918万円

流動負債

企業債 2,032万円
未払金 1,951万円
引当金 38万円
預り金 2,268万円

繰延収益 12億8,785万円
　　　負債合計 17億7,992万円
資本金 0万円

剰余金
資本剰余金 2,902万円
利益剰余金 △ 1,914万円

　　　資本合計 988万円
　　負債資本合計 17億8,980万円

令和３年度 令和３年度 決算の概要決算の概要
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●職員数の状況　（各年度４月１日現在）

区　　分 一般行政職員 消防職員 合　　　計
令和３年度 11人 115人 126人
令和２年度 11人 115人 126人

増　減 0人    0人 　 0人

●人件費の状況（令和３年度決算額）

区　　分 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A）
一般会計 13億7,716万円 9億3,443万円 67.9%

●職員給与費の状況（令和３年度決算額）

区　分 職員数
給　　与　　費 一人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
令和３年度  126人 4億6,942万円 1億1,799万円 1億8,064万円 7億6,806万円 609万円

（注）「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含まない。

●職員の平均給料月額、平均年齢の状況
（令和３年４月１日現在）

区 分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 277,827円 44.3歳

公　安　職 314,292円 39.8歳

●職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）

区 分 採用職種 雲南広域連合 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円
高校卒 150,600円 150,600円

公　安　職
大学卒 ― 211,400円
高校卒 169,900円 173,400円

●職員手当の状況
①期末勤勉手当（令和３年４月１日現在）

区　　分
雲南広域連合 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 2.40月 1.90月 2.55月 1.90月

加算措置 役職加算　5～15％ 役職加算　5～20％
管理職加算10～25％

②退職手当（令和３年４月１日現在）

区　　分
雲南広域連合 国

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 19.669月 24.586月 19.669月 24.586月
勤続25年 28.039月 33.270月 28.039月 33.270月
勤続35年 39.757月 47.709月 39.757月 47.709月
最 高 限 度 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月

③扶養手当（令和３年４月１日現在）

区　　　分 雲　　南
広域連合 国

配偶者 6,500円 6,500円
子 10,000円 10,000円
父母等 6,500円 6,500円
満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子に対する加算額（１人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当（令和３年４月１日現在）

貸家居住者
月額16,000円を超える家賃を支払ってい
る者に対して28,000円を限度に支給（国
と同様）

⑤通勤手当（令和３年４月１日現在）

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して２km以上通勤する職
員に支給（限度額　25,000円）

⑥特殊勤務手当
種　　類 内　　　容

夜間特殊業務手当 正規の勤務時間として午後10時から翌日５時までの間に通信業務に従事した際、勤務１回につ
き400円支給

救急出場手当
救急業務のため出場した消防職員に、出場１回につき200円支給
救急救命士法施行規則に規定する救急救命処置のいずれかを行った救急救命士については、300
円を加算

●職員の福利厚生の状況
種　　類 内　　　容

健康診断・人間ドック 受診者　126人
メンタルヘルス対策 ストレスチェックテストを実施
島根県市町村職員互助会事業 医療費給付、災害見舞金、施設利用助成等を実施

雲南広域連合の給与・定員管理等について雲南広域連合の給与・定員管理等について雲南広域連合の給与・定員管理等について雲南広域連合の給与・定員管理等について（概要版）（概要版）
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１１月９日（水）～１１月１５日（火）１１月９日（水）～１１月１５日（火）

　令和３年、全国での総出火件数は35,077件でした。これは、おおよそ１日あたり96件、15分ご
とに１件の火災が発生したことになります。
　１日あたりの火災による死者数は約４人でした。
　出火原因別にみると、１位「たばこ」２位「たき火」３位「こんろ」の順となっています。
　令和４年、雲南消防本部管内では27件の火災が発生しています。（令和４年９月29日現在）

秋の全国火災予防運動
１１月９日（水）～１１月１５日（火）１１月９日（水）～１１月１５日（火）

全国統一
防火標語 お出かけは マスク戸締り 火の用心お出かけは マスク戸締り 火の用心

1

1

4

2

5

3

6

3

2

4

寝たばこは絶対にしない、
させない

火災の発生を防ぐために、
ストーブやこんろ等は安
全装置の付いた機器を使
用する

火災を小さいうちに消す
ために、消火器等を設置
し、使い方を確認しておく

火災の早期発見のために、
住宅用火災警報器を定期
的に点検し、10年を目安
に交換する

お年寄りや身体の不自由
な人は、避 難 経 路と避
難方法を常に確保し、備
えておく

火災の拡大を防ぐために、
部屋を整理整頓し、寝具・
衣類及びカーテンは防炎
品を使用する

防火防災訓練への参加、
戸別訪問などにより、地域
ぐるみの防火対策を行う

こんろを使うときは火のそばを離れない

ストーブの周りに燃えやすいものを
置かない

コンセントはほこりを清掃し、不必要な
プラグは抜く

４
つ
の
習
慣

６
つ
の
対
策

住宅防火 　いのちを守るいのちを守る 1010 のポイント

「住宅防火 いのちを守る10のポイント」リーフレット（総務省消防庁）（https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/suisin/10.html）を加工して作成
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◉�AEDで電気ショックが必要な場合に、ショックボタンを押さ
なくても自動的に電気が流れる機種（オートショックAED）
が2021年７月に認可されました。傷病者から離れるように音
声メッセージが流れ、カウントダウンまたはブザーの後に自動
的に電気ショックが行われます。この場合も安全のために、音
声メッセージに従って傷病者から離れる必要があります。
◉�AEDの電極パッド等について、従来の「小児用パッド・モード」
が「未就学児用パッド・モード」へ「成人用パッド」が「小学
生~大人用パッド」へ名称変更されました。

　新型コロナウイルス感染症が流行している状況では
「すべての傷病者に感染の疑いがある」ものとして対応してください。

①感染予防のため、マスクがあれば着用する。
②意識や呼吸の確認は、倒れている人の顔にあまり近づきすぎない。
③�胸骨圧迫を開始する前に、倒れている人の口と鼻をハンカチやタオルなどで覆う。　
（※傷病者がマスクをしていれば、外さず胸骨圧迫を開始する）
※AEDの装着と使用については、これまで通り行う。
④胸骨圧迫のみを継続し、人工呼吸は行わない。
　１分間に100～120回のテンポで連続して絶え間なく
　圧迫します。

新型コロナウイルス感染症の感染予防を踏まえた

心 肺 蘇 生 法 の 手 順

救急隊に引き継いだ後は

①速やかに石鹸と流水で、手と顔を洗う。
②手を洗うか消毒するまでは、不用意に首から上や周囲を触らない。
③傷病者の鼻と口にかぶせたハンカチやタオルなどは、直接触れずに廃棄する。

AEDについて

コロナ禍における「心肺蘇生法」の詳しいやり方については、YouTubeに
投稿しています。

オートショックAEDロゴ
（画像提供：JEITA）
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　令和４年９月１日、消防法令等の一定の基準に適合していると認められた国民宿舎清嵐荘に、防火
基準適合表示マークを交付しました。
　この表示マーク制度は、宿泊施設からの申請に基づいて、消防機関が審査した結果、消防法令のほ
か、重要な建築構造等に関する基準に適合していると認められた建物に対し、「表示マーク」を交付
する制度です。

国民宿舎清嵐荘に「表示マーク」を交付

　雲南防火委員会では、一般社団法人 島根県消防設備協
会の共催により、管内の29の少年消防クラブ（小学校）に
避難時に使用することのできるハンカチ及び避難時の合言
葉が記載してあるチラシを配付しました。

少年消防クラブに防災物品を配付しました

株式会社吉田ふるさと村　代表取締役社長　高岡裕司様（中央右）
国民宿舎清嵐荘　総支配人　齋藤慶介様（中央左）

防火基準適合表示マーク（銀）

詳細は雲南消防本部のホームページ（建物防火安全情報）をご覧ください

西日登小学校西日登小学校
少年消防クラブ少年消防クラブ
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令和３年度の介護保険認定者数は微増、給付費は伸び率が
やや大きくなりました

　令和３年度の要介護（要支援）認定者数は
4,296人（月平均）で、前年度から８人増加し
ました。
　65歳から74歳までの前期高齢者数は、既に
減少局面に転じていますが、後期高齢者のうち
特に介護が必要となる85歳以上の高齢者数は
大きな増減がないため、要介護（要支援）認定
者数は今後も横ばいで推移していきます。
　介護度別には、要介護５は減少傾向にありま
すが、要介護３・４は増加傾向にあります。

介護や支援が必要であると認定された方（認定者数）の年度推移
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R3R2R1H30H29

　令和３年度は３年に１度の介護報酬改定もあ
り、前年度に比べて約２億円給付費が伸びまし
た。サービス種別では施設サービスにおいて介
護医療院の整備等により約４％伸びました。
　地域密着型サービスは、雲南地域第６・７期
介護保険事業計画に基づき重点的に整備を進め
てきた結果、近年サービス量が伸びており、小
規模多機能型居宅介護・グループホームを中心
に約８％増加しました。
　居宅サービスは、新型コロナウイルス感染症
の影響により特に訪問介護と短期入所生活介護
の利用は減少しましたが、特定施設入居者生活

月額の介護保険給付費（サービス種別）の年度推移
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Ｈ29 R1
■　施設サービス ■　地域密着型サービス ■　居宅サービス

Ｈ30 R3R2

介護（介護付き有料老人ホーム等）は特に雲南圏域外の利用が増加しました。

演題：「コロナに負けない健康づくり」
講師：堀　泰典 氏（医学博士、歯学博士、薬学博士）
　　雲南市特別名誉顧問、奥出雲町最高名誉顧問
　堀　元英 氏（医学博士、歯学博士、薬学博士）
　　国際NGO 国連支援交流財団 医療特別顧問
　　東北大学大学院 兼任講師
　　整形外科専門医

日時：令和4年10月27日（木）
　　　14：00～16：00（開場13：30）
会場：雲南市加茂町 雲南市加茂文化ホール「ラメール」
申込・問い合わせ先：雲南広域連合　介護保険課
　　　　　　　☎：0854-47-7342

 皆さまのご来場をお待ちしています 

令和4年度 雲南広域連合 介護予防講演会のご案内
～誰もが健康で安心して住み慣れた地域で暮らしていくために～

開催期日：令和４年11月25日（金）から27日（日）
の３日間

対 象 者：介護に関心のある方で現在介護職として働
いていない方、これから介護の仕事をして
みたい方

場 所：三刀屋健康福祉センター
定 員：25名（要事前申込）
申込締切：令和４年11月４日（金）

申込・問い合わせ先：雲南市社会福祉協議会　在宅福祉課
　　　　　　　雲南市三刀屋町三刀屋1212-3
　　　　　　　☎：0854-45-9888

令和4年度 介護の入門的研修のご案内

※新型コロナウイルスの感染状況・地震・台風など、やむ
を得ない事情により研修会を中止する場合があります



雲南広域連合広報誌 うんなん 10

10月30日 日 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

 出　演  玉木優（トロンボーン）、秋元孝介（ピアノ）
 場　所  ラメール（大ホール）　
 時　間  13：30 開場　14：00 開演
 入場料  【全席指定】一般 2,500円、大学生以下 1,000円
　　　　（当日各500円増）

　国際的に活躍するソロトロンボーン奏者・玉
木優氏と、世界一に輝く葵トリオのメンバーで
あるピアノ奏者・秋元孝介氏がラメールに登
場！新作の委嘱作品や超絶技巧曲、トロンボー
ンの名曲など、濃密なアンサンブルにどうぞご
期待ください！

　玉木優トロンボーンリサイタルツアー2022　島根公演

12月４日 日
 場　所  ラメール（大ホール）　
 参加料  １組につき 3,000円
 応募締切  10月28日（金）必着

　ラメールの大ホールで日ごろの練習の成果を
発表することができる「フェニックスコンサー
ト」、今年も新型コロナウイルス感染症対策を
取りながら開催します！どうぞふるってご参加
ください♪

　フェニックスコンサート　出演者募集中！

問合せ先●ラメール　TEL.0854-49-8500

「次代の担い手」に働いてもらうために　　　
　基本施策　　「若年層の介護分野への理解促進」　「教育機関との連携」
「多様な担い手」に働いてもらうために
　基本施策　　「外国介護人材の受入れの促進」　「介護人材のすそ野拡大」
「現役の担い手」に働き続けてもらうために　
　基本施策　　「介護事業所に従事する職員の処遇改善」　「働きやすい職場づくり、魅力ある職場づくり」

次の「３つの担い手」の確保を目指す計画としています次の「３つの担い手」の確保を目指す計画としています

　職員2,177人のうち、利用者の日常生活をサポートする「介護職員」は、現在、約1,000人程度が
勤務されていますが、令和22年（2040年）には半減し、566人になると推計されています。

（出所：平成30年度島根県地域包括ケアシステム構築支援事業報告書一部修正）

「雲南地区の介護人材確保に向けての推進計画」を策定しました

　人口減少社会の進展に伴い、生産年齢人口が減
少していく中で、社会保障を支える人材の確保、
とりわけ介護保険事業における人材の確保は今後
一層厳しくなりつつあり、事業の継続に大きな懸
念が広がっています。
　雲南広域連合では、こうした人手不足の時代を
迎えても高齢者の皆様が住み慣れた地域で最期ま
で自分らしく暮らしていただけるよう、安定的な
介護サービスを提供していくことを目的に「雲南
地区の介護人材確保に向けての推進計画」を策定
しました。■　女性■　男性
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　全国各地で観光の分野から地域づくりに関わる
実践者の皆さんを講師にお迎えし、セミナー形式
で学びを深めるための６回連続セミナーを開催し
ています。
　第５回となる11月15日（火）は、奥出雲町の
「奥出雲とうふ・いしだ」代表 石田信雄さんをゲ
ストに、とうふづくりを通して交流人口の拡大に
取り組む様子についてオンラインでお話をお聞き
します。参加を希望される方は、下記までご連絡
ください。

　雲南地域を紹介するＰＲ番組
「美肌県島根へ行こう！in 奥出雲
エリア」の最新版を、ケーブルテ
レビで放送中です。動画投稿サイト
YouTubeでも見ることができます。

「観光を学ぶ勉強会」 「美肌県島根へ行こう！
in奥出雲エリアvol.10」
放送中！

もっとつながる、もっとつながる、木木次次線線。。

ケーブル
テレビ

連続
セミナー

YouTubeチャンネル
うんなんエリア観光情報申込フォーム

▲

全国的にも珍しい企画展全国的にも珍しい企画展
「鉄道マンガ展@奥出雲」開催中！「鉄道マンガ展@奥出雲」開催中！

　木次線や出雲坂根スイッチバックをはじめ、鉄道をテーマ
とするマンガを集めた企画展が開催されています。会場には
出雲坂根スイッチバックを再現した特大の立体模型も展示さ
れています。� ※一部有料展示あり。（小学生以下は全館無料）

　 期 間 　11月23日（祝・水）までの毎日 10：00～16：00
　 会 場 　道の駅奥出雲おろちループ併設「鉄の彫刻美術館」　
　　 　　　ＪＲ三井野原駅から徒歩約15分

  株式会社タビカラ
　　sameera@tavikala.com

　３名以上（幼保園、小・中・高校が利用する場合は人数制限なし）がＪＲ
木次線乗車を含む移動をする場合、経費の一部を助成します。

⇒鉄道マンガ展には木次線に乗って行こう！⇒鉄道マンガ展には木次線に乗って行こう！

【問合先】　木次線利活用推進協議会（事務局：雲南市うんなん暮らし推進課）
　　　　　☎0854-40-1014

◦ＪＲ運賃（特急料金・指定料金含む）及び貸切バスなどの運賃に対
して1/2（上限10万円）を助成

助成内容

▲立体模型を制作中の様子

うんなん観光うんなん観光
ネットワーク協議会よりネットワーク協議会より



　　　　　　　　　　　　　〒699-1311 島根県雲南市木次町里方1100-6  URL https://www.unnan.jp
●総務課 TEL.0854-47-7340  ●企画課 TEL.0854-47-7341  ●介護保険課 TEL.0854-47-7342  ●環境衛生課 TEL.0854-42-0481
●雲南消防本部・雲南消防署 TEL.0854-40-0119  ●奥出雲消防署 TEL.0854-54-2166  ●飯南消防署 TEL.0854-72-1201

雲南広域連合 発行
この印刷物は大豆油にかわり
米ぬか油を使用したライス
インキで印刷しています。

yumiko agoさん（県民の森）
（コロナ禍の中でも、）新緑と澄んだ空気の中で食
べるお弁当で、笑顔いっぱい元気いっぱい！

須田　仁志さん（うぐいす茶屋）
大人気で30分待ちでした。身がホクホクで柔らか
くてすごくおいしかったです。

受賞作品

＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021

ここに掲載した作品以外の
受賞作は「うんなんエリア
観光情報」ホームページに
掲載しています。

＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021

kzm_okdさん
（飯南町内）

この日は天気がとても良かっ
たので、夏の天の川の撮り納
めをしてきました。

安田　健一さん
（赤来観光りんご園）

子どもの写真は撮るのがな
かなか難しいので振り向い
たときに良い写真が撮れま
した。

＃
う
ん
な
ん
カ
メ
ラ
部

活
動
中
！

　雲南市・奥出雲町・飯南町内で撮影
した写真に ＃うんなんカメラ部 ＃うんなんカメラ部 をつ
けて、ＳＮＳにアップしてください。
一緒にすてきな雲南地域の写真をたく
さん発信していきましょう！

　雲南地域の道の駅と温泉施設を巡るスタンプラリー「ゆらり～」を実施していま
す。期間は令和５年１月31日まで。対象施設で入浴、または一会計500円以上の買
い物か食事をすると、会計時にスタンプを押印します。スタンプを集めてご応募い
ただいた方には、抽選で特産品をプレゼント！
　詳しくは対象施設に設置してあるピンク色の専用台紙または雲南広域連合ホーム
ページをご確認ください。

うんなんエリアの温泉施設・道の駅をめぐるスタンプラリーうんなんエリアの温泉施設・道の駅をめぐるスタンプラリー

うんなんゆらり～開催中！うんなんゆらり～開催中！
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